










氏名・(本籍) 矢 田 精 一
ちい
学位の種類 工 A十4 博 士
学位記番号 第 6 。 6 τEヨコ
学位授与の日付 昭和 39 年 12 月 1 日












本論文は 2 つの編からなるが，第 1 編は主たる部分を占めるものであり，実験室における基礎的な
研究結果をまとめたものであるO
第 1 章では 2 ーエチルヘキセン-2ーアル-1 の両官能基の非選択的な完全水素添加反応をとり扱
った。公知の銅ークロム酸化物触媒を用いて同反応の速度式を導き，これに基づいて最適反応温度の
算出法を確立し，合理的な反応装置の設計を可能にした。


















第 2 編は第 1 編でとり扱ったもののうち主要なる反応の工業化における応用について，パイロット
プラントで行なった検討結果をまとめたものであるO
第 5章では第 2 章でとり扱ったメ、ンチルオキサイドの選択的水素添加反応をパイロットプラントで
検討し，工業装置における触媒層内の温度分布と反応生成物組成分布の算出方法を確立した。ついで
同反応の中間生成物たるメチルイソブ、チルケトンを高収率でうるような操作条件を決定した。












加触媒の開拓によってこれを行なっている。第 2 編では第 1 編でとり扱ったもののうち，主要なる反
応の工業化における応用について，主としてパイロットプラントで行なった検討結果について記述し
ている。





























第 6章では第 3 章で基礎的に検討したクロトジアルデヒド》ミらのクロチルアルコールの製造に際
し，著者の探索したラネー型銅ーカドミウム触媒が工業的に使用しうることを確認するために，パイ
ロットプラ y トで行なった同触媒の寿命試験結果を記しているが，耐久性は優れており，工業的使用
の可能なることが示されている。さらに第 3 章で求めた速度式が工業装置の設計に用いうることを確
認し，これに基づいて工業的な最適反応条件に関する詳細な検討を行なっている。
本論文で被水素添加物質として選んだ二重結合基を含めて 2 つの官能基を有する脂肪族化合物は，化
学工業原料として極めて重要なものであり，この化合物についての系統的な水素添加方法の研究，と
りわけいずれか一方の官能基のみの水素添加法について基礎研究から進んで，工業装置の設計法まで
を確立したことは今後この種の化合物の研究上並びに工業的利用上に寄与するところが大きし、。
よって本論文は博士論文として十分価値あるものと認める。
只U円，，白戸。
